
第１学年

技術・家庭 家庭分野 教授用資料　AA

学　習　内　容
（頁は教科書該当頁）

時間数
（内訳）

学　習　活　動
〔■この項の学習課題／○生徒の活動，☆教師の活動〕

家庭分野ガイダンス
自立をめざして学ぼう！

（ｐ．1～１５）
1

■３年間の家庭分野での学習の見通しをもち，目標をもって中学校の学習をスタートする。
○自分の生活を見つめ，３年後になりたい自分を見つける。
☆小学校の学習や日頃の家庭生活をふり返るための資料を提示する。

C
衣
生
活
・
住
生
活
と
自
立

１
自
分
ら
し
く
着
る
・
快
適
に
着
る

１．日常着の活用
（p.148 ～ 157）
①衣服のはたらき
②自分らしく目的に合わせた着方
③衣服の活用と選び方

日常着の活用
・衣服のはたらき
・着方
・衣服の選び方

3
（1）
（2）

■衣服の役割や着方，適切な衣服の選び方を理解し，目的に応じた自分らしい着方が工夫できる。
○制服と私服を比較し，着方について考える。
○既製服の表示の見方がわかり，ＴＰＯに合わせて選び方を考える。
☆衣服の例を提示して，ＴＰＯに合わせた着用を考えさせる。

２．日常着の手入れ
（p.158 ～ 173）
①汚れと手入れ
②手入れと表示
③衣服の洗濯
④衣服の補修とアイロンかけ

３．環境に配慮した衣生活 (p.170 ～
173）

日常着の手入れ
・汚れと手入れ
・手入れと表示
・衣服の洗濯
・アイロンかけ

6
（1）
（1）
（2）
（2）

■衣服の材料や状態に応じた日常着の手入れが，環境にも配慮してできる。
○衣類を観察して，手入れについて話し合い，ブラシかけなど簡単な手入れを一つ実践してみる。
○日常着ている衣類の素材を調べ，それに適している手入れの方法を調べる。
○洗濯について視聴覚教材を見て理解し，実践の計画を立てる（実践は夏休みの宿題）。
○ワイシャツやブラウスのアイロンかけ方とたたみ方の実習を行う。
☆さまざまな日常着を用意して，実物にふれて考えさせる。
☆手入れをするときの節水・節電など環境に配慮する工夫と，適切な手入れによって衣服を長持ちさせ

ることができることも理解させる。

３
生
活
を
豊
か
に
す
る
物
を

つ
く
る

１．わたしや家族の生活を豊かにする 
工夫

２．布を用いた物の製作
（p.188 ～ 201）
①製作の前に知っておこう
②製作して，活用しよう

世界の衣服と住まい (p.202 ～ 203)
学習のまとめ（p.204）　

布を用いた物の製作
・ミシン縫い
・補修の技術 ( すそのまつり
縫い，ボタンつけ，スナッ
プつけ )

9
（1）
（2）

（6）

■衣服の補修の技術を生かして，布を用いた物を製作し，衣生活・住生活を豊かにする工夫ができる。
○ファイルカバーまたはエプロンなどの製作をする ( 小学校での製作物を考慮して決める）。
○製作する物のデザインを決め，製作計画を立てる。材料の準備をする。
○まつり縫い，スナップつけ，ボタンつけができるようになる。
○ミシンや手縫いによって縫い進めていく。ポケットなどで創意工夫する。
☆安全な作業ができるような教室環境を整える。製作記録カードの記入によって一人ひとりの製作意欲

を持続させる。

２
快
適
に
住
ま
う

１．住まいのはたらき
（p.174 ～ 179）
①住まいのさまざまな役割
②共に住まう

住まいのはたらき 6
（2）

■住まいの役割と，快適で安全な住まい方について理解をし，室内環境を整える工夫をすることができる。
○チラシ等の住宅間取り図をみて，生活行為と住まいに必要な空間を結びつける。
○将来の家族を予想して，どのような住まいを選択するかを考える。
☆分譲や賃貸の物件の間取り図を資料として用意し，興味を高め，２０年後の家族としての住まいを考

えさせる。

２．安全な住まい
（p.180 ～ 183）
①住まいの安全対策
②災害への備え

安全な住まい

（2）

○幼児や高齢者の疑似体験を学校内で行い，住まいの安全対策について考える。
☆疑似体験が軍手，黄色いめがね，おもり，ゴーグルなどの道具を用意する。
○災害時の住まいの安全対策について知り，自分の家庭での対策を考える。（冬休み宿題）

３．快適な住まい
（p.184 ～ 187）
①室内の空気調節
②住まいと音

快適な住まい

（2）

○快適な室内環境の条件を知り，家庭で調節する方法を工夫する。
☆教室での，温度・湿度・空気汚染・騒音の計測から，家庭での調節方法に結びつける。

Ｂ
食
生
活
と
自
立

調
理
を
し
よ
う

１．健康と食生活
（p.68 ～ 87）
①食事について考える
②生活のリズムと食事

調理をしよう
（p.68 ～ 71，p.102 ～
108）
食事の役割と食生活点検

10

（1）

■小学校の復習を通して，調理実習の基礎を学び，食生活への関心を高める。
○自分の食生活をふり返り，食生活の改善点を話し合う。

３．調理をしよう
（p.102 ～ 108）
①調理の計画
②調理の基本

調理実習の流れとおいしさ （2） ○色・香りをつけたヨーグルトを試食して，おいしさの条件について気づき，味わうことの大切さを知る。
調理室の使用方法を知る。

☆調理実習の試食で味をしっかり見させるために最初に位置づけた。

包丁・計量器を上手に使おう （1）
（1）
（1）

○りんごの皮むきを行い，包丁とまな板の使用方を知る。飾り切りにも挑戦する。
○１本のきゅうりをさまざまな切り方で切り，切り方の違いとつくる物の関係を知る。
○きゅうりの小口切りのテストをし，塩の量を計量してきゅうりの塩もみをつくる。

２．食品の選択と保存
(p.88 ～ 91）
①食品が口に入るまで
②生鮮食品の選び方

環境に優しいエコクッキン
グ・生鮮食品の選び方

（1）

（2）
（1）

○生鮮食品の選び方について知る。
エコクッキングによる朝食づくりを計画する。
○エコクッキングによる朝食づくりを行う。
☆調理室でスムーズな動きができるように指導する。
○朝食づくりの計画を立てる（春休みの宿題：朝食づくりの実践）。
☆小学校の調理実習の経験を生かして，計画させる。

第２学年

学　習　内　容 時間数
（内訳）

学　習　活　動
〔■この項の学習課題／○生徒の活動，☆教師の活動〕

Ｂ
食
生
活
と
自
立

食
生
活
と
自
立

１．健康と食生活
（p.68 ～ 87）
①食事について考える

（p.68 ～ 69）
②生活のリズムと食事

（p.70 ～７1）

○健康と食生活
「２学年ガイダンス」
食事のしかたと食生活点検

3
（1）

■健康によい食習慣や栄養素等の種類と簡単なはたらきを理解する。
食生活を点検し，自分の食事のとり方について話し合う。
☆問題になっている食事のとり方の例を提示して，考えさせる。

③栄養素のはたらきと食品
（p.72 ～ 77）

五大栄養素と水・食物繊維
（2）

○小学校の学習や給食献立表を参考に，体に必要な栄養素等とはたらきをまとめる。
○実験を行い，食品の中のでんぷんとビタミンＣ，食物繊維を実感する。
☆栄養素が相互に関連をもちながら働いていることを知らせる。

④中学生に必要な栄養
(p.78 ～ 79）

○中学生に必要な栄養や栄
養素のはたらきと食品・調
理

（Ｐ 72 ～ 133，142 ～
145）

15 ■栄養素と食品の関係を調理実習の食品にふれることで理解すると共に，中学生の栄養の特徴を捉えた調
理実習によって，調理の基礎技術を習得する。

日本食品標準成分表（p.142 ～ 145） 食品成分表の使い方 （1） ○食品成分表の見方を知り，食品を食べたときの一回分の栄養素の摂取量を計算する。

３．調理をしよう
（p.102 ～ 133）
①調理の計画
②調理の基本

エネルギーになる栄養素と
食品・調理

（1）

（1）
（1）

○食品から得るエネルギー量と運動で消費するエネルギー量を計算し，消費と摂取のバランスが大切で
あることを理解する。

☆電卓を使用し，計算の学習にならないようにして意欲を持たせる。
○主にエネルギーを摂取できる食品の種類と食品群がわかる。
○ポテトサラダの調理実習を行う（ゆでる。小口切り。あえる）。新クラスでの調理実習になれる。

⑤食事の計画
(p.80 ～ 87）

食品群別摂取量のめやすと
献立作成

（2）

（2）

○食品の種類と食品群によって食品を分類する。食品群別摂取量のめやすを知る。
☆食品シールを使用させ，食品の種類と食品群が視覚的に結びつくようにする。
○献立作成の手順とポイントを理解し，１日の献立を作成することができる。食品群別摂取量のめやす

による点検の仕方を理解する。実践は，夏休みの宿題。
☆教科書や資料集のレシピ，献立カードなどの資料を用意して，自分でできる計画を立てさせる。

学　習　内　容 時間数
（内訳）

学　習　活　動
〔■この項の学習課題／○生徒の活動，☆教師の活動〕

Ｂ
食
生
活
と
自
立

食
生
活
と
自
立

③肉の調理
④魚の調理

体の組織をつくる栄養素と
食品・調理

（1）

（1）
（2）

○たんぱく質，カルシウム，鉄分を多く含む食品を成分表より探す。これらの栄養素を摂取しやすい料
理を考える。

☆のり１００ｇなどの実物を見せて，摂取のしやすさに留意させる。
○魚の煮つけの調理実習を行う。
○しょうが焼きとこまつなのいため物の調理実習を行う。
☆たんぱく質の変性に注目させる。魚の種類，肉の部位によって味つけや加熱時間が変化することにも

ふれる。

⑤野菜の調理 体の調子を整える栄養素と
食品・調理

（1）
（1）
（1）

○ビタミンのはたらきについて知る。
○野菜の調理を計画する。野菜の選び方について理解する。
○けんちん汁又はとん汁の調理実習を行う。
☆ビタミンは，野菜以外の食品にも含まれることを理解させる。

４．地域の食材と食文化
（p.134 ～ 141）
①地域の食材と郷土料理
②受け継がれる食文化
③地域と世界へ目をむけて

２．食品の選択と保存
(p.92 ～ 101）
③いろいろな加工食品
④加工食品の表示
⑤加工食品の選び方
⑥保存のしかたを考える
⑦食品の安全と情報

○伝統的加工食品と食文化

加工食品の種類

加工食品の選び方
調理実習すまし汁＆ちらし
寿司
食生活と自立のまとめ

5

（1）

（1）
（2）

（1）

■伝統的加工食品を知り，食品添加物や食品の表示の方法について理解する。目的にあった食品選びがで
きる。日本の食文化について理解を深める。
○加工の方法によって食品を分類し，加工食品の種類と歴史について理解する。
☆伝統的な日本の加工食品を中心に取り上げる。
○加工食品の表示を調査し，加工食品を選ぶときのポイントについて話し合う。
○伝統的な加工食品を多く使って，すまし汁とちらしずしをつくる。
☆食生活と自立の単元のまとめとして調理実習を行う。
○今までの学習と最近の食生活についてふり返り，学習を自分の食生活にどのように生かしていくのか

を話し合って，深める。

Ａ
家
族
・
家
庭
と
子
ど
も
の
成
長

わ
た
し
た
ち
と
家
族
・
家
庭
と

地
域

１．わたしの成長と家族
（p.18 ～ 21）
①わたしの成長
②わたしを支えてくれた家族や周囲

の人びと

○わたしの成長と家族
わたしの成長
わたしを支えてくれた家族
や周囲の人びと

2 ■自分の成長や生活は，家族やさまざまな人々に支えられてきたことに気づく。
○自分の成長とかかわった人々について思い出しながら，自分の成長をふり返り作品にまとめる。
☆冬休みに「自分の幼児の頃調べ」を宿題として出しておく。

２．わたしたちと家族・家庭と地域
（p.22 ～ 27）
①家庭のはたらき
②家庭生活を支える仕事
③わたしたちの家庭生活と地域

○わたしたちと家族・家庭
と地域
家庭のはたらき
家庭生活と地域

2
（1）
（1）

■家庭や家族の基本的な機能と家庭生活と地域の関係を理解する。
○家庭で行われている仕事を書き出して，家庭のはたらきについて班で話し合う。
○町内会の仕事や行事を調べ，家庭生活と地域のかかわりについて話し合い，意見を出し合う。
☆町内会の資料などを用い，生活に密着した内容とする。

幼
児
の
生
活
と
遊
び

３．幼児の生活と遊び
（p.28 ～ 47）
①幼児期ってどんな時代？
②幼児の体の発達
③幼児の心の発達
④子どもの成長と家族の役割
⑤子どもの成長と地域
⑥幼児の遊びと発達
⑦幼児の遊びを支える

○幼児の生活と遊び
体の発達
心の発達
幼児の生活
幼児の遊び

幼児のおもちゃづくり

8
（1）
（1）

（1）
（1）
（4）

■幼児の発達，生活や遊びについて理解し，家族との関係について考える。
○赤ちゃん人形の抱っこ体験などにより，幼児の体の発達を理解する。
○幼児の心の発達を理解し，適切な対応を考える。
☆赤ちゃん人形，幼児のようすの視聴覚教材を用意する。
○幼児の生活習慣や衣食住の生活について特徴を理解し，家族が，その生活を整える方法を知る。
○遊びの意義を理解し，遊びの種類やおもちゃの役割と人とのかかわり方について知る。
○対象幼児の年齢を考えて，つくるおもちゃの計画を立て，材料を用意して製作をする。
☆安全性への配慮を十分にさせる。

学　習　内　容 時間数
（内訳）

学　習　活　動
〔■この項の学習課題／○生徒の活動，☆教師の活動〕

A
家
族
・
家
庭
と
子
ど
も
の
成
長

幼
児
と
の
ふ
れ
合
い

４．幼児とのふれ合い（p.48 ～ 55）
①ふれ合い体験の前に
②ふれ合い体験をする
③ふれ合い体験をふり返る

幼児とのふれ合い
「幼児観察の発表会」
（３年生ガイダンス含む）
「ふれ合い体験事前準備」

「ふれ合い体験」
「ふれ合い体験まとめ」
子どもの成長と地域

6
（1）
（2）

（2）
（1）

■幼児とのふれ合い学習を通して，幼児への関心を高め，幼児とのかかわり方を工夫できる。
○春休みの宿題の幼児観察を発表する。
○保育所訪問の趣旨を理解して，自分の課題を設定する。
○ふれ合い体験の注意点を知る。絵本の読み聞かせの練習をする。
☆これまでの学習をふり返り，幼児の特徴を十分に捉えさせる。
○ふれ合い体験を行う。
○ふれ合い体験の感想を発表し合う。
○幼児を対象とした施設には，体験した保育所以外にどのようなものがあるか知る。

こ
れ
か
ら
の

わ
た
し
と

家
族

５．これからのわたしと家族
（p.56 ～ 65）
①中学生と家族とのかかわり
②これからのわたしと家族との関係

これからのわたしと家族
（ロールプレイング）

2 ■これからの自分と家族との関係をよりよくする方法を考え，実践しようとする。
○提示された物語を演じてみることで，家族の中の中学生や親兄弟の立場に気づき，よりよい家族との

かかわりについて考える。

D
身
近
な
消
費
生
活
と
環
境

身
近
な
消
費
生
活
と
環
境

１．家庭生活と消費
（p.208 ～ 209）
○生活に必要なものの流れ

２．商品の選択と購入
（p.210 ～ 217）
①商品購入のプロセス
②生活情報の活用
③商品の価格
④販売方法と支払い方法

家庭生活と消費 2 ■自分や家族の消費生活に関心を持ち，適切な商品の選択・購入・活用ができる賢い消費者としての自覚
を持つ。
○生活するために，お金を払っているものを書き出し，お金に関して家庭生活はどのように営まれてい

るのかを考える。
○今までの学習をもとに，商品購入のポイントについてまとめる。
☆布地や食品選択の学習をふり返らせ，情報の集め方や，販売方法・支払い方法にも留意することを知

らせる。

３．よりよい消費生活のために
（p.218 ～ 225）
①消費生活のトラブルを防ごう
②消費者の権利と責任
③消費者を支えるしくみ

よりよい消費生活のために 2 ■消費者の権利と責任について理解し，消費生活の問題への防止策と対処法について考え，消費者として
の自覚を高める。
○インターネットや携帯電話トラブルの例を知り，対策と対処方法を知る。
☆消費生活センター等の資料をもとに，例をあげて考えさせる。

４．環境に配慮した生活
（p.226 ～ 237）
①環境への影響を考える
②エネルギー消費と CO2 排出を減ら

す
③水を節約し，排水の汚れを減らす
④環境への影響を考えた消費生活
⑤持続可能な社会へ向けて

環境に配慮した生活 2 ■自分や家族の消費生活が環境に与える影響について理解して，環境に配慮した生活が実践できるように
工夫を考える。
○現在の地球環境を理解し，環境に配慮する衣食住の生活のしかたを話し合う。
☆今までの学習や，日頃の実生活で実践していることを思い出させる。

Ｂ
食
生
活
と

自
立

課
題
と
実
践

食生活の課題と実践
（p.246 ～ 249）

食生活の課題と実践
課題設定・計画
実践と発表・まとめ

3

（2）

（1）

■自分の食生活をふり返ると共に，これからの毎日の食生活を予想して，課題を見つけ，解決方法を考え
て計画実践する。
○食生活の課題を見つけ，調理の計画を立てる。
☆これからの生活で生かすことができる内容になるようにする。
○計画に従って実践をし，相互評価をする。

３年間のまとめ 0.5 ○３年間の学習をふり返り，これからの自分の生活についての展望を書いてまとめる。

第 3 学年

技術・家庭 家庭分野 ３年間を見通した年間指導計画案　例⑧　学習指導案
—食生活と自立に重点を置いて，全学年に食に関する指導を取り入れる—



１
年 

3
5
時
間

週（時） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

学習内容

家
庭
分
野
ガ
イ
ダ
ン
ス

Ｃ 衣生活・住生活と自立 Ｂ 食生活と自立
１自分らしく着る・快適に着る ３生活を豊かにする物をつくる ２快適に住まう 調理をしよう

・
衣
服
の
選
び
方

・
着
方

・
衣
服
の
は
た
ら
き

日
常
着
の
活
用

・
ア
イ
ロ
ン
か
け

・
衣
服
の
洗
濯

・
手
入
れ
と
表
示

・
汚
れ
と
手
入
れ

日
常
着
の
手
入
れ

・
ミ
シ
ン
縫
い

・
補
修
の
技
術
（
す
そ
の
ま
つ
り
縫
い
，　 

ボ
タ
ン
つ
け
，
ス
ナ
ッ
プ
つ
け
）

フ
ァ
イ
ル
カ
バ
ー
ま
た
は
エ
プ
ロ
ン
の
製
作

住
ま
い
の
は
た
ら
き

快
適
な
住
ま
い

安
全
な
住
ま
い

食
事
の
役
割
と
食
生
活
点
検

調
理
実
習
の
流
れ
と
お
い
し
さ

包
丁
・
計
量
器
を
上
手
に
使
お
う

生
鮮
食
品
の
選
び
方

環
境
に
優
し
い

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

授業時数 1 3 6 9 2 4 1 2 3 4

学習指導要領 Ａ（1）ア Ｃ（1）アイ Ｃ（1）ウ Ｃ（1）ウ（３）ア Ｃ（2）ア Ｃ（2）イ Ｂ（1）ア Ｂ（３）ア Ｂ（３）ア Ｂ（2）ウ（3）ア,Ｄ（2）ア

教科書該当頁 1～15 148～157 158～173 188～201 174～179 180～187 68～71 102～108，88～91

２
年 

3
5
時
間

学習内容

Ｂ 食生活と自立 A  家族・家庭と子どもの成長
食生活と自立 わたしたちと家族・家庭と地域 幼児の生活と遊び

食
事
の
し
か
た
と
食
生
活
点
検

栄
養
素
の
は
た
ら
き
と
食
品

食
品
成
分
表
の
使
い
方

ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ

調
理
実
習
①

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
栄
養
素
と
食
品

・
夏
休
み
の
宿
題
の
計
画

食
品
群
別
摂
取
量
の
め
や
す
と
献
立
作
成

魚
の
煮
つ
け

調
理
実
習
③

肉
の
し
ょ
う
が
焼
き
他

調
理
実
習
②

体
の
組
織
を
つ
く
る
栄
養
素
と
食
品

け
ん
ち
ん
汁

調
理
実
習
④

生
鮮
食
品
の
選
び
方

体
の
調
子
を
整
え
る
栄
養
素
と
食
品

ち
ら
し
ず
し
と
豆
腐
の
す
ま
し
汁

調
理
実
習
⑤

加
工
食
品
と
食
品
添
加
物

地
域
の
食
材
と
食
文
化

食
生
活
と
自
立
の
ま
と
め

家
庭
の
は
た
ら
き
と
地
域

家
庭
の
は
た
ら
き

わ
た
し
の
成
長
と
家
族

幼
児
の
体
・
心
の
発
達
，

幼
児
の
生
活
と
遊
び

幼
児
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り

授業時数 1 2 1 3 4 4 3 4 1 4 4 4

学習指導要領 Ｂ（1）ア Ｂ（1）イ Ｂ（1）イ（2）アイウ（3）ア Ｂ（2）ウ（3）アイ Ａ（１）ア（２）ア Ａ（３）ア Ａ（３）イ

教科書該当頁 68～133，142～145 92～101，134～141 18～27 28～47

３
年 

1
7
・
5
時
間

学習内容

A  家族・家庭と子どもの成長 Ｄ 身近な消費生活と環境 Ｂ 食生活と自立

３
年
間
の
ま
と
め

・「Ｂ食生活と自立」の学習内容を，すべての学年に位置づけ，食に関する基礎的な知識・技術を重点的に身につ
けさせるような計画とした。

・「Ｂ食生活と自立」の学習内容は，調理実習を中核としての学習としたため，Ｂ（１）（２）（３）の学習内容が
混在している。

・「Ｄ身近な消費生活と環境」の学習内容は，Ａ，Ｂ，Ｃの実践的な学習の場面で少しずつ取り入れて学習させ，
３学年でまとめをする形とした。

・体験的な学習をより多く取り入れると共に，話し合い，学び合いの学習も取り入れるように配慮した。

・この年間指導計画案の具体的な学習指導案は裏面に掲載しています。

幼児とのふれ合い こ
れ
か
ら
の
わ
た
し
と
家
族

（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
）

身近な消費生活と環境 食生活の課題と実践
宿
題
発
表
会

ふ
れ
合
い
体
験
ま
と
め

ふ
れ
合
い
体
験

「
絵
本
読
み
聞
か
せ
練
習
」

ふ
れ
合
い
体
験
事
前
準
備

家
庭
生
活
と
消
費

よ
り
よ
い
消
費
生
活
の
た
め
に

環
境
に
配
慮
し
た
生
活

発
表
・
ま
と
め

実
践

実
践
計
画

課
題
の
発
見

授業時数 1 5 2 4 2 3 0.5

学習指導要領 Ａ（3）イ Ａ（３）ウ Ａ（２）イ Ｄ（１）アイ Ｄ（２）ア Ｂ（３）ウ

教科書該当頁 28～29 48～55 56～65 208～225 226～237 130～131，246～249

〒 113-8608　東京都文京区向丘 1-13-1　技術・家庭 家庭分野 教授用資料　AA

夏休みの宿題：
洗濯実習
アイロンかけ実習

冬休みの宿題：住ま
いの安全箇所点検

春休みの宿題：一人で
朝食づくりをしよう！

春休みの宿題：幼児
観察冬休みの宿題：自分

の幼児の頃調べ

夏休みの宿題：
一日分の献立作
成と最低一食分
の調理実践

—食生活と自立に重点を置いて，全学年に食に関する指導を取り入れる—
技術・家庭 家庭分野 ３年間を見通した年間指導計画案　例⑧


